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1.はじめに 

土層別による窒素除去試験の結果を報告 1),2)してきた．それらの結果から有機物の量が窒素除去

能力に大きく影響していることがわかった．そこで今回は，実験条件を明条件にして，暗条件との

窒素除去能力の相違を調べた．これは窒素除去の持続性には，藻類などの有機物発生の影響がある

ということを確認するためである． 

2.実験方法 

2.1 実験土壌 実験には，茨城県阿見町の試験圃場の土壌を用いた．この圃場は，1991 年から湛

水状態になっており，不撹乱土壌である．今回は，その試験区(25m×1.4m)のうち遮光無植生区と

無植生区の土壌を用いた．遮光無植生区とは，1994 年から試験区全体を遮光シートで覆ってある

植生の無い試験区である．無植生区とは，1991 年から植生の無い状態にしてある試験区である．

供試土壌は，試験区中央部から表層 1cm を採土した．なお，無植生区には夏になると土壌表面に藻

類が大量に発生する． 

2.2 実験方法 実験は，照明付インキュベータを用い，25℃，照度 25,000lx の光を連続で照射し

て，明条件と暗条件で行った．暗条件は，ビーカーをアルミホイルで覆い光を当てないようにした．

明条件は，土壌部分をアルミホイルで覆い側面と下から光があたらないようにした．それぞれビー

カーは蒸発防止のため，ラップとアルミホイルで蓋をした。実験は，まず 500cm3 ビーカーに土壌

を生土で 100g 入れ，試験区に流入させている湧水を 300cm3 静かに入れた．採水は，1 週間静置後

に行った．その際すべての溶液を取り替えた．実験は 2 連で行った．測定項目は，EC，pH，T-N

濃度，NO3-N 濃度，COD 濃度を測定した． 

3.実験結果 

Fig.1 に硝酸態窒素除去速度の変動を示した．除去速度は初めの硝酸態窒素濃度から 1 週間後の

濃度と blank の値を差し引き，単位

面積あたりで 1 日に換算して算出

した．無植生区の硝酸態窒素除去

速度は 10 週目まで徐々に低下し，

10 週目からはほぼ安定した値を示

した．明条件の除去速度は暗条件

より大きく，その差はほぼ一定で

あった．無植生区は，表層に有機

物を含んでいたため，初期は高い 

-0.02

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

硝
酸

態
窒

素
除

去
速

度
(g

･m
-2

･d
-1

) 遮光無植生区明 遮光無植生区暗

無植生区明 無植生区暗

Fig.1 硝酸態窒素除去速度の変動 
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除去速度を示したが，その後 10 週目くらいから 0.06～0.07g･m-2･d-1 くらいで推移したと考えられ

る．暗条件も低下傾向は同様であるが，土壌中の有機物を使っているため除去速度は徐々に小さく

なっていくように思われる． 

遮光無植生区土壌は，もともと有機物をほとんど含まないため，1 週目から除去速度が小さかっ

た。しかし，明条件の除去速度は暗条件より大きく，2 週目から約 0.05g･m-2･d-1 で推移した．5 週

目では無植生区の暗条件の除去速度と逆転し，10 週目以降は無植生区明条件の除去速度とほぼ変

わらない値で推移した．このことは，光によって何らかの有機物が供給されたためと考えられる．

明条件では，有機物が発生しそれを脱窒に使用したため除去速度が大きかったのではないかと考え

られる．暗条件は，土壌中に元

考えられる．  

Fig.2 に，各週の実験開始時

から 1 週間後の COD 濃

を示した．今回は有機物量を

COD 濃度で表わした．Fig.2 か

ら明条件の値が暗条件よりも

高くなったことがわかる．明条

件では，光と土壌中の養分によ

り藻類等の有機物生成があっ

たことがわかる．暗条件の

COD 濃度は，実験によって増

減はほとんど

から含まれる有機物もほとんどないために，脱窒が行えなかったと

度の変

動

なかった． 

果より，明条件は有機物の供給ができ，硝酸態

雄 農業土木学会大会要旨集(2001，盛岡大会) 
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Fig.3 に各週の各態窒素濃度

を平均し算出した割合を示し

た．暗条件は blank や湧水の値

と変わらず 90％以上が硝酸態

窒素のまま存在していたこと

がわかる．明条件では，硝酸態

窒素の割合が 80％前後に減少し

明条件では藻類などの有機態窒素に形態を変えた部分があ

硝酸態窒素濃度の割合が大きいことから，脱窒による窒素

4.おわりに 

その分有機態窒素の割合
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 以上の結

せることができた．また，暗条件の結果から，窒素除去速

うことがわかった． 
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Fig.2 COD 濃度の変動 
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，

窒素の除去速度を暗条件より高く持続さ

ることを示している．また，実験後でも

除去にはまだ余力があると考えられた． 

が大きくなったことがわかる．これは
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度は有機物の欠乏によって低下するとい


